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地
表
で
代
替
校
正

技術で
末

衛
畢
画
像
の
精
度
保
証

（
産
総
研
）
は
、
経
済
産
業

省
が
開
発
し
、
米
国
が
1

9
9
9年
1
2
月
に
打
ち
上

げ
た
衛
星
テ
ラ
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
資
源
探
査
用
将
セ
ン
サ
ー
に
備
え
ら
れ
た
よ
び
大
気
中
で
の
光
の
散
を
用
い
て
、
衛
星
セ
ン
サ
化
を
把
握
し
補
正
す
る
。

来
型
セ
ン
サ
ー
A
S
T
E
機
器
に
よ
る
機
上
校
正
や
乱
・
吸
収
係
数
、
透
過
ー
が
計
測
す
る
光
の
量
を
こ
の
場
合
、
地
面
が
低
反

R
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
衛
星
デ
ー
タ
間
の
相
互
校
率
、
光
学
的
厚
さ
な
ど
を
放
射
伝
達
モ
デ
ル
で
予
測
射
率
だ
と
大
気
の
影
響
を

す
る
研
究
を
行
っ
て
き
正
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
計
測
す
る
。
こ
れ
ら
の
値
し
、
比
較
す
る
こ
と
で
劣
無
視
で
き
な
い
。
そ
こ

た

。

一

般

に

、

衛

星

に

搭

載

行

っ

て

き

た

。

以

下

に

、

で

、

産

総

研

は

空

気

が

澄

さ

れ

る

セ

ン

サ

ー

は

、

打

長

年

の

実

績

の

あ

る

代

替

ん

で

晴

天

率

が

高

く

、

地

ち

上

げ

時

の

振

動

や

加

速

校

正

に

つ

い

て

示

す

。

表

面

が

平

坦

．

均

質

で

反

度

、

真

空

中

で

宇

宙

線

に

射

率

が

高

い

砂

漠

や

乾

燥

大
気
の
影
響
考
慮

さ

ら

さ

れ

る

過

酷

な

環

境

湖

で

、

A
S
T
E
Rセ
ン

な

ど

の

影

響

で

、

感

度

が

筆

者

は

代

替

校

正

を

担

サ

ー

に

対

す

る

代

替

校

正

経

年

的

に

劣

化

す

る

こ

と

当

し

て

い

る

。

衛

星

セ

ン

の

作

業

を

2

5

年

以

上

続

け

が

知

ら

れ

て

い

る

。

そ

こ

サ

ー

が

、

地

表

面

か

ら

反

て

き

た

。

現

在

、

こ

の

校

が

数

多

く

出

版

さ

れ

て

い

う

し

た

大

量

の

衛

星

画

像

地

球

観

測

を

行

う

人

工

で

、

計

測

機

器

で

測

定

さ

射

す

る

光

の

墨

や

大

気

パ

正

結

果

に

基

づ

い

て

補

正

る

。

し

か

し

、

劣

化

を

補

を

A
ー
に
適
用
す
る
に

衛

星

の

セ

ン

サ

ー

は

、

可

れ

る

値

が

正

し

い

か

ど

う

ラ

メ

ー

タ

ー

を

計

測

す

し

た

A
S
T
E
Rデ
ー
タ
正
し
て
い
な
い
衛
星
画
像
は
、
劣
化
補
正
は
必
須
で

視

光

の

み

な

ら

ず

、

赤

外

か

を

校

正

と

呼

ば

れ

る

作

る

。

一

方

、

地

上

に

お

い

を

無

料

で

配

布

し

て

い

で

は

品

質

が

そ

れ

ぞ

れ

異

あ

る

。

線

や

電

波

な

ど

の

強

度

も

業

を

通

し

て

確

認

し

て

い

て

、

セ

ン

サ

ー

が

計

測

す

る

。

な

り

、

A
ー
に
活
用
で
き
今
後
、
産
総
研
が
長
年

計
測
し
て
い
る
。
こ
こ
で
る
。
産
総
研
は
、

A
S
T
る

同

じ

時

刻

・

場

所

で

、

な

い

。

ま

た

、

民

間

企

業

A
S
T
E
Rセ
ン
サ
ー
で

A
Iに
も
貢
献

は
、
可
視
光
と
赤
外
線
を

E
Rセ
ン

サ

ー

に

対

し

、

地

表

面

か

ら

の

反

射

光

お

が

中

心

と

な

っ

て

、

複

数

培

っ

て

き

た

校

正

技

術

で

計

測

す

る

地

球

観

測

衛

星

最

近

、

衛

星

画

像

の

A
の
小
型
衛
星
を
連
携
さ
せ

A
I時
代
の
衛
星
画
像
に

に
焦
点
を
当
て
る
。

I
（
人
工
知
能
）
モ
デ
ル
て
運
用
す
る
計
画
が
見
ら
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

産

業

技

術

総

合

研

究

所

で

の

処

理

に

関

す

る

研

究

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

（

木

曜

日

に

褐

載

）
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広島県出身。専門は衛星リモートセ
ンシング。地球観測衛星からの画像の
品質向上を目指し、室内作業より野外
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